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はじめに 

東京都は、平成 17 年度から地下水対策検討委員会において、東京の地盤沈下と地下水の現状

の検証を行い、その結果を 5 年ごとに公表してきました。 

前回、平成 28 年度に公表した報告書「これからの地下水保全と適正利用に関する検討につい

て」において、国や社会状況の変化を踏まえたより適正な地下水管理の方法を検討していくため

に、「今後の地下水方策の方向性」について整理しました。 

また、「地下水の保全と適正利用」のあり方を議論する下地作りのためには、地下水の多様な

実態を正しく把握する必要があることから、東京都は、平成 29 年度から学術機関との連携によ

る共同研究を新たに開始しました。令和 3 年度の地下水対策検討委員会においては、これまでの

検証に加え、これらの実態把握に向けた調査研究の進捗と成果について検証しました。（主な検

証事項は次ページのとおり） 

平成 26 年 7月施行の水循環基本法において、地下水を含めた水を「公共性の高い国民共有の

財産」として位置づけたことをはじめ、近年の地下水を含む水循環に関する状況は大きく変化し

ています。特に、国は水循環基本法の改正や水循環基本計画の改定などにより、地下水の保全と

適正利用に向けて地下水マネジメントを推進していく必要があるとの認識に立っています。 

東京都においても、今後も持続可能な地下水の保全と利用を目指していく必要があることか

ら、本報告書では、将来的に目指す多様なステークホルダーが相互に協力する地下水ガバナンス

のイメージを整理しています。 

また、地下水については一般に知られていない点が多いことから、地下水の現況や課題、最新

の研究成果である実態把握の内容について分かりやすく情報提供できるように、初めて「東京の

地下水・地盤環境レポート」を作成しました。 

 

  



2 

 

＜主要な検証事項＞ 

 

地下水位と地盤沈下の状況 

 ここ数年の都内全域における地下水位※は全域的に上昇傾向ですが、上昇幅は小さくなってい

ます。 

また、現在では地盤沈下は落ち着いていますが、各地域における地層別（浅層、深層）の収縮・

膨張についても検証を行いました。 

 

地下水流動系の解明【地下水の実態把握に向けた調査研究】 

地下水の涵養源や流動経路、滞留時間の解明に向けて、地下水中に溶け込んでいる様々な物質

をトレーサーとして用い研究を行っています。これまでに東京都の保有する観測井等や河川水、

降水の採水・分析を行い、これらのデータを解析し地下水の流動系の解明を行いました。 

 

地下水の揚水等の影響予測【地下水の実態把握に向けた調査研究】 

どこでどのくらい揚水をすると、どの地盤にどのくらいの影響が生じるかを予測する、信頼度

の高いシミュレーションモデルの構築を目指しています。現在は、地盤沈下リスクを丁寧に評価

すべき地域について、逆解析による地盤情報の推定を行い、一次元地盤沈下モデルを作成しまし

た。 

 

※地下水位：本報告書では「水理水頭」（一般的には、標高で表した水位）を指します。 

 

  


